
県内における認定薬局の
状況等について

資料 1



認定薬局制度とは

1

※令和6年10月末日時点で4,280件 ※令和6年10月末日時点で205件

令和6年12月16日 第11回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会資料6を一部加工



「患者のための薬局ビジョン」～「門前」から「かかりつけ」、そして「地域」へ～

2令和6年12月16日 第11回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会資料6より



3

認定薬局の基準の考え方

令和6年4月22日 第４回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会資料2より
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認定薬局の状況（地域連携薬局の地域別認定状況）

仙南 仙台 大崎・栗原 石巻・登米・気仙沼 （二次医療圏） 4

・令和11(2029)年度までの目標認定薬局数
地域連携薬局⇒約200件（中学校区に１件）
専門医療機関連携薬局⇒８件（がん診療連携拠点病院に１件）

・現時点での地域連携薬局は93件、専門医療機関連携薬局は７件（R6.12.31時点）
・地域連携薬局の地域偏在については、都市部と地域での薬局数、薬剤師数の偏在が反
映されていると思われ、仙南、気仙沼地域などは地域連携薬局が少ない、又はない状態
が続いている。

薬局数

地域 R3.12.15 R4.10.31 R6.1.31 R6.12.31

県内全体 27 70 84 94

仙南 仙南 0 0 1 1

仙台

仙台市 13 40 51 63

塩釜 2 7 8 8

岩沼 2 2 2 2

黒川 0 2 3 3

大崎・栗原
大崎 7 11 10 8

栗原 0 1 1 1

石巻・登
米・気仙沼

石巻 2 4 6 6

登米 1 3 2 2

気仙沼 0 0 0 0

薬局数

地域 R3.12.15 R4.10.31 R6.1.31 R6.12.31

県内全体 27 70 84 93

仙南 仙南 0 0 1 1

仙台

仙台市 13 40 51 63

塩釜 2 7 8 7

岩沼 2 2 2 2

黒川 0 2 3 3

大崎・栗原
大崎 7 11 10 8

栗原 0 1 1 1

石巻・登米
・気仙沼

石巻 2 4 6 6

登米 1 3 2 2

気仙沼 0 0 0 0



全国の地域連携薬局の認定状況

全数 ４，２８０件（令和６年１０月３１日時点）

北海道 186(3.7) 東京都 661(4.7) 滋賀県 47(3.3) 徳島県 28(4.0)

青森県 30(2.5) 神奈川県 374(4.1) 京都府 130(5.1) 香川県 51(5.5)

岩手県 28(2.4) 新潟県 85(4.0) 大阪府 297(3.4) 愛媛県 36(2.8)

宮城県 92(4.1) 山梨県 16(2.0) 兵庫県 176(3.3) 高知県 19(2.9)

秋田県 22(2.4) 長野県 71(3.5) 奈良県 34(2.6) 福岡県 125(2.4)

山形県 27(2.6) 富山県 40(4.0) 和歌山県 13(1.5) 佐賀県 9(1.1)

福島県 77(4.4) 石川県 36(3.2) 鳥取県 27(5.0) 長崎県 33(2.6)

茨城県 154(5.5) 岐阜県 50(2.6) 島根県 15(2.3) 熊本県 37(2.2)

栃木県 59(3.1) 静岡県 132(3.7) 岡山県 53(2.9) 大分県 33(3.0)

群馬県 58(3.0) 愛知県 158(2.1) 広島県 110(4.0) 宮崎県 22(2.1)

埼玉県 257(3.5) 三重県 72(4.2) 山口県 30(2.3) 鹿児島県 37(2.4)

千葉県 210(3.4) 福井県 16(2.2) 沖縄県 7(0.5)

（ ）：人口10万人当たりの地域連携薬局数

→宮城県は第８位
出典：厚生労働省、総務省統計局

県内目標数：200件
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薬務課 仙 台 市 631 63 65 富谷市 16 2 5

631  63  65  大和町 13 1 2

白石市 21 0 6 大郷町 1 0 1

角田市 11 0 2 大衡村 0 0 1

蔵王町 5 0 3 30  3  9  

七ケ宿町 1 0 1 大崎市 80 7 10

大河原町 19 0 2 色麻町 2 0 0

村田町 3 0 2 加美町 11 1 2

柴田町 18 1 3 涌谷町 4 0 1

川崎町 3 0 2 美里町 8 0 3

丸森町 3 0 1 105  8  16  

84  1  22  栗 原 栗原市 35 1 6

塩竈市 32 2 5 35  1  6  

多賀城市 30 3 4 石巻市 76 6 17

松島町 4 2 1 東松島市 18 0 3

七ケ浜町 3 0 2 女川町 1 0 1

利府町 15 0 3 95  6  21  

84  7  15  登 米 登米市 34 2 10

名取市 41 1 4 34  2  10  

岩沼市 27 1 4 気仙沼市 29 0 9

亘理町 9 0 4 南三陸町 6 0 2

山元町 5 0 1 35  0 11  

82  2  13  1,215  93  188  

小　計

石巻

小　計

小　計

合　計

岩沼

小　計

気仙沼

小　計

小　計

黒川

仙南

小　計

塩釜

大崎

小　計

小　計

担当部署 市町村名 薬局数
地域連携

薬局数
担当部署 市町村名 薬局数

地域連携

薬局数

※参考

中学校区数

※参考

中学校区数

小　計

地域別中学校区数に対する地域連携薬局数
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薬局数：R6.3.31薬務課調べ、中学校区数：R6.4.1 教育委員会HPより
地域連携薬局数の中学校区数に対する割合

49.5%
0%

20.0%

28.6%

16.7%

50.0%

33.3%

15.4%

46.7%

4.5%

96.9%

（地域連携薬局数令和６年１２月３１日時点）



薬局数

地域 R3.12.15 R4.10.31 R6.1.31 R6.12.31

県内全体 4件 6件 6件 7件

病院Ａ 2件 2件 2件 2件

病院Ｂ 1件 2件 2件 2件

病院Ｃ 1件 1件 1件 1件

病院D 0件 1件 1件 1件

病院E 0件 0件 0件 1件

県内の専門医療機関連携薬局認定状況

大崎市民病院

石巻赤十字病院

東北大学病院

仙台医療センター

宮城県立がんセンター

みやぎ県南中核病院

東北医科薬科大学
病院

がん診療連携拠点病院等一覧表（令和６年４月１日現在）
出典：厚生労働省
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東北労災病院

都道府県がん診療連携拠点病院 宮城県立がんセンター

東北大学病院

地域がん診療連携拠点病院 大崎市民病院

石巻赤十字病院

仙台医療センター

東北労災病院

東北医科薬科大学病院

みやぎ県南中核病院

小児がん拠点病院 東北大学病院

がんゲノム医療中核拠点病院 東北大学病院

がんゲノム医療連携病院 宮城県立がんセンター

大崎市民病院

石巻赤十字病院

東北医科薬科大学病院 県内目標数 ８件

県内のがん診療連携拠点病院



令和５年度認定薬局等整備促進事業の実績１

15

１ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県薬剤師会）
（１）地域連携薬局に関する研修

イ 研修① 令和5年11月26日（日） 受講者50名

講演1 「薬剤師を取り巻く変化と地域連携薬局」

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ「薬局が提供するサービス内容の周知を考えよう」
・薬局において他の医療提供施設と連携して行える様々な対応を考えよう
・薬局が提供するサービスを地域住民・利用者へ周知する方法、手段を考えよう

講演2 「東北地方における地域包括ケアシステム構築に関する取組状況等について」

ロ 研修② 令和6年1月21日（日） 受講者61名
講演1  「地域連携薬局が担う機能と役割」

講演２ 「事例から考える地域連携について」
・乳がん化学療法患者：薬局からの服薬情報提供書による薬剤性間質性肺炎の探知
・入院時ポリファーマシー評価結果を退院時サマリとして薬局と共有し対応した事例
・Mg製剤投与患者：薬局からの服薬情報提供書による定期的Mg値測定の提案
・薬薬連携ツール（各種服薬情報提供書様式）の紹介

講演３ 「地域連携と緩和ケア」
・地域連携薬局が担う機能と役割

医療用麻薬の備蓄と回収

無菌調剤と注射剤への対応、24時間対応

・医療機関や多職種との連携
ICTツールによる多職種連携

退院時調整会議、サービス担当者会議への参加

新たな試み：グループ討議・発表形式の研修

新たな試み：宮城県病院薬剤師会からの薬薬連携の具体的事例の紹介

県内の認定薬局の取り組み事例の紹介

8



令和５年度認定薬局等整備促進事業の実績１

9

１ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県薬剤師会）
（２）認定薬局制度及び在宅訪問等の薬局機能の周知

イ ラジオ番組 佐々木眞奈美の「あっぺとっぺファーマシー」内
「薬剤師にきいてみよう」コーナーでの周知

実施日 令和５年11月の毎週土曜日（計４回）
 薬局の機能・取組みについて
 薬局の地域連携機能について
 薬剤師の在宅訪問・在宅医療について
 薬局での無菌調剤について

ロ ラジオ番組 「en∞Voyage」内 60秒ＣＭ
実施日 令和5年11月28日（火）
テーマ 「薬局のつかい方について」

ハ テレビCM作成・放映
東日本放送（KHB）R5.11/21（火）～12/4（月）

早朝～18時までの放送枠
放送本数：15本

ニ フリーペーパー 「コミュニティアイ commu」
テーマ「これからの薬局と活用について」
令和6年3月9日発行／72,538部
 認定薬局等の認定状況に鑑み、仙南エリア、岩沼
エリアをポスティングエリアとしているフリー
ペーパーに掲載

テレビCM一部抜粋



２ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県病院薬剤師会）

令和５年度認定薬局等整備促進事業の実績２

10

（１）患者情報共有に係る在り方の検討
イ ワーキンググループの開催

服薬情報提供書の県内共通書式化の検討を実施。
共通書式は、評価項目について各医療機関で採用している選択肢を追加し、薬薬連携ツールとして

病薬ＨＰで配布。
配布薬局数：277件（令和６年12月時点)

ロ 薬薬連携ツール病院版の構築
病院からの薬局への検査値等及び薬剤管理サマリーの情報連携機能を構築し、県内の医療機関に試

行的に配布した。情報連携の迅速化が図られた。
みやぎ県南中核病院、東北大学病院、東北労災病院、仙台医療センター等６病院に配布

（２）薬薬連携各種モデルの運用
イ がん外来化学療法の連携強化
モデルの運用
外来がん化学療法患者に対する薬剤

師外来と薬局による継続的フォローア
ップ、服薬情報提供書による有害事象
の報告による連携強化モデルの運用を
継続している。



（２）薬薬連携各種モデルの運用
ロ 入院時ポリファーマシー評価結果の
情報連携モデルの運用
入院中にポリファーマシーの評価を実施

し、その結果を薬剤管理サマリーとして
薬局に提供。ポリファーマシーの可能性が
ある継続処方について、薬局より処方元の
医療機関に減薬を提案するモデルを運用
している。

ハ 入院時持参薬連携モデルの運用
QRコードを活用した持参薬情報連携の

モデルを運用している。

※ロとハの取組について学会（医療薬学
フォーラム2023（令和5年7月23日））
で発表。

令和５年度認定薬局等整備促進事業の実績２

611

２ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県病院薬剤師会）



２ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県病院薬剤師会）

令和５年度認定薬局等整備促進事業の実績２
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（３）各種研修の実施
イ 薬局薬剤師向けの病院との情報連携に関する研修
（イ）第３回保険薬局のためのMMWIN活用Web講座

開催日 令和5年8月30日（水） 受講者42名

ロ 専門医療機関連携薬局等の薬剤師及びがん診療連携拠点病院等の医療従事者向けの
研修会

（イ）第7回がん化学療法連携研修会

開催日 令和5年11月10日（金） 受講者50名程度
「化学療法室におけるお薬手帳の記載内容と活用について」
「保険薬局からのトレーシングレポート活用について」

（ロ）第１回薬薬連携勉強会
開催日 令和6年3月14日（木） 受講者50名程度
「地域薬学ケア専門薬剤師連携研修の概要」
「薬局による薬学的介入事例紹介」

ハ 地域連携薬局等の薬剤師向けの研修
（イ）地域連携薬局に関する研修（宮城県薬剤師会主催）

開催日 令和6年1月21日（日）
p8に記載のとおり

（ロ）第1回妊婦 授乳婦の薬物療法のための連携講座 in 宮城
開催日 令和6年2月9日（水) 受講者220名程度



13令和4年3月10日 第2回 薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するＷＧ資料を一部加工

薬物療法に関する連携（イメージ)

入院時服薬情報提供書
薬剤管理サマリー・

お薬手帳等

服薬情報提供書・
治療手帳等

情報共有 情報共有

病院

病院

保険
薬局



薬剤師の業務に関する規定の見直し －対人業務の充実

14令和4年2月14日 第1回 薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するＷＧ資料より
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・服薬情報提供書を医療機関に提供している薬局は、66.2％と少しずつ増加している
（R3年度：62.1%、令和4年度：64.9%）。

課題① 医療機関等との情報連携の推進

・入院時の薬局から病院への情報連携については、
病院からの求めがあれば、提供すると回答した薬局が
97.7％を占めたが、実際に提供している薬局は47.2％。

・退院時薬剤管理サマリーを受け取っている薬局は
18.8%と少ないが、一方でお薬手帳による情報連携も行
われている。

医療連携強化に向けた
県内保険薬局の状況調査
（宮城県病院薬剤師会）
対象：宮城県薬剤師会会員932件
回答：235件（回答率25.2％）
期間：R6.2.10～R6.2.29
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・月1回以上、抗がん剤調剤を行っている134薬局のうち、35%が服薬フォローアップ
を行っている。

課題① 医療機関等との情報連携の推進

・東北大学病院において、①がん外来化学療法の連携強化モデル、②入院時ポリファー
マシー評価結果の情報連携モデル、③入院時持参薬連携モデルを構築し運用されている
が、他の病院・地域における実施状況の把握及び展開が望まれる。

・服用薬剤調整支援料1（処方医へ減薬の提案をし、実際に減薬した場合）及び服用薬
剤調整支援料2（処方医への減薬提案した場合）の算定状況は、以下のとおり。

医療連携強化に向けた
県内保険薬局の状況調査
（宮城県病院薬剤師会）
対象：宮城県薬剤師会会員932件
回答：235件（回答率25.2％）
期間：R6.2.10～R6.2.29
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・薬局には他の医療提供施設との服薬情報の一元的・継続的な情報連携のほか、休日
夜間対応や在宅医療の対応などが求められている。
・休日夜間に対応している薬局は363件（対前年13%増）、在宅医療を一定回数行っ
ている薬局は425件（対前年26％増）と増加している。
・無菌製剤処理についても123件（対前年61％増）と増加しており、意欲ある薬局の
さらなる掘り起こしが必要である。

課題② 在宅医療等の薬局に求められている機能の発揮
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課題② 在宅医療等の薬局に求められている機能の発揮

在宅医療を行う上で、 在宅医療を行う上で、

薬局に無菌製剤処理を依頼したいか薬局に在宅薬剤管理指導を依頼したいか

78%

14%

7%

1%

既に依頼している 依頼したい

依頼する必要はない 無回答

17%

19%

63%

1%

既に依頼している 依頼したい

依頼する必要はない 無回答

在宅医療関係機関へのアンケート調査
（宮城県保健福祉部薬務課）
対象：宮城県内の在宅療養支援病院・診療所163件
回答：91件（回答率55.8％）
期間：R6.5.20～R6.6.3

・在宅対応医療機関の約8割が、連携している薬局が在宅患者訪問薬剤管理指導（居宅療養
管理指導）を行っていると回答したが、無菌製剤処理を行っていると回答した医療機関は
2割弱であった。
・14%の医療機関が在宅薬剤管理指導を、2割弱の医療機関が無菌製剤処理を依頼したいと
思っている。
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薬局が在宅薬剤管理指導に関わっていく上での課題

29

24

48

15

23

18

18

12

6

0 10 20 30 40 50 60

在宅訪問業務に対応できる薬局・薬剤師が不足している

薬局の薬剤師が少ない場合、調剤応需できない

休日や夜間の対応ができない

無菌設備がないため、無菌製剤処理に対応できない

医療関係者間での患者情報のタイムリーな共有

在宅医療対応可能な薬局が周知されていない

医療材料、衛生材料等を供給する体制がとられていない

課題は特にない

その他

課題② 在宅医療等の薬局に求められている機能の発揮

薬局に対し、在宅薬剤管理指導に求めること

在宅医療関係機関へのアンケート調査
（宮城県保健福祉部薬務課）
対象：宮城県内の在宅療養支援病院・診療所163件
回答：91件（回答率55.8％）
期間：R6.5.20～R6.6.3

・在宅対応医療機関が薬局の在宅薬剤管理指導に求めることとして、服薬状況や副作用等の確
認のほか、患者状況についての確認（フォローアップ）と処方医へのフィードバッグ、患者の
療養状態に応じた剤型変更、用法・用量調節や処方変更の提案等を挙げている。
・薬局が在宅薬剤管理指導に関わっていく上での課題としては、休日夜間対応、患者情報の共
有、無菌製剤処理などが挙げられた。
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83

73

74

52

46

52

23

3

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

服薬状況、副作用等の確認

患者状況の確認（フォローアップ）とフィードバック

患者の療養状態に応じた剤形の変更、用法・用量の調節や処方変更の提案

患者からの相談応需と関係職種への連絡等の役割

休日や夜間など急変時の対応

麻薬の調剤

無菌製剤処理の対応

求めることは特にない

その他
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課題③ 薬局の機能に関する情報の発信
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課題③ 薬局の機能に関する情報の発信

https://www.iryou.teikyouseido.mhlw.go.jp/

薬局機能情報提供制度による公表

令和6年7月19日 第7回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会資料5を一部加工

・無菌製剤処理に係る調剤
・麻薬調剤
・医療を受ける者の居宅等において行う調剤業務
・医療的ケア児への薬学的管理・指導
・オンライン服薬指導
・電子処方箋の受付 など



令和６年度認定薬局等整備促進事業 新たな取り組み
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１ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県薬剤師会）

（１）在宅医療及び無菌製剤処理に関する研修
開催日 令和6年10月27日（日） 受講者38名
講演 「医療用麻薬の持続皮下注射に係る総論・事例紹介」
実習 「医療用麻薬の持続皮下注射に用いる機器の操作演習」

Ⅰ）PCA付携帯型ディスポーザブル注入ポンプ

Ⅱ）PCA付携帯型精密輸液ポンプ

（２）地域連携薬局に関する研修
開催日 令和7年1月26日（日）（予定）

講演 「認定薬局制度と地域における情報共有と連携の重要性」
「事例から考える地域連携・トレーシングレポートの活用について」

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ「患者を守るための選択：疑義照会とトレーシングレポートの
使い分け」 等

（３）認定薬局制度及び在宅訪問等の薬局機能の周知
デジタルサイネージ広告（30秒/回）
・仙台駅２階中央改札付近４面２柱 1日170回程度
・R6.12.30（月）～R7.1.5（日）

・機器現物を使用した手技研修
・現場ニーズの高い事例に特化

新たな試み



令和６年度認定薬局等整備促進事業 新たな取り組み
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２ 認定薬局等整備促進事業（委託先：一般社団法人宮城県病院薬剤師会）

（１）薬薬連携関係の研修
イ 第1回薬剤師による心不全フォローアップ研修会 in 宮城

開催日 令和6年11月20日（水）オンライン開催
「心不全医療における薬薬連携（「薬薬連携」から「地域医療連携へ」）」
「全薬局ではじめる心不全フォローアップ～薬剤師による心不全再発予防戦略～」
「心不全診療最前線：調剤後薬剤管理指導への期待」

ロ 地域で取り組むポリファーマシー対策研修会 in 宮城
開催日 令和7年1月31日（金）オンライン開催（予定）

（２）「慢性心不全患者の調剤後フォローアップ」に関する標準的な運用や様式の
検討及び公開



地域連携薬局の役割・機能
⚫～在宅対応や夜間・休日等の対応については、地域において、行政（都道府県、市区町村）
が関与し、地域の実態を把握した上で、輪番制や薬局間連携により対応する体制を確実に構築
する必要があるため、地域の中でこれらの機能を担う薬局が必要である。このような薬局の確
保を推進し、また、地域において対応可能な薬局を明確にするため、地域において、夜間・休
日対応や在宅対応を実施するなど、これらの機能を担う薬局として地域連携薬局を位置付ける
べきである。
⚫具体的には、地域連携薬局は、個々の薬局に必要な機能に加え、以下の機能を有する必要が
あると考える。
・在宅対応の実施に加え、地域の薬局が対応できない ・医療用の麻薬調剤の対応
場合に、それらの薬局と連携して対応（臨時対応含む。 ・医療機関等との情報共有
）すること
・ターミナルケアを受ける患者の対応や無菌製剤処理

⚫これらの機能のうち、ターミナルケアを受ける患者の対応や無菌製剤処理については、すべ
ての地域連携薬局に必須とする機能ではないが、地域の実状を踏まえ必要な体制を確保するこ
とが重要であり、地域においてはターミナルケアを受ける患者の対応や無菌製剤処理の機能を
有する地域連携薬局が確保されることが望まれる。
⚫地域連携薬局に求められる機能については、薬局間だけではなく地域の医療機関、訪問看護
ステーション、居宅介護支援事業所等と連携することが前提となるため、地域連携薬局の薬剤
師はこれらの関係機関の関係者と日頃から関係構築に努めることが重要である。
⚫また、地域連携薬局に求められる機能については、地域全体で体制を構築する必要があるも
のであり、地域連携薬局にすべてを任せるのではなく、地域の実状に対応するための体制の構
築に当たっては地域連携薬局以外の薬局も積極的に協力することが求められる。
⚫さらに、地域連携薬局がこれらの機能を担い、地域において求められる役割を果たすことが
できるよう、制度（要件、名称等）についても見直す必要がある。

「薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会」の「これまでの議論のまとめ」（R6.9.30）より
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